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コラーゲン生成におけるダイズペプチドとコラーゲンペプチドの影響
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【目的】コラーゲンは細胞と細胞の隙間を埋めている線維状のタンパク質で、細
胞外マトリックスの主な成分である。皮膚では、弾力を保つ成分として重要であ
る。ペプチドは様々な生理活性作用をもち、化粧品や食品に応用されている。そ
の中でも、ダイズペプチド(SP)は筋肉損傷抑制効果、コラーゲンペプチド(CP)は
骨形成促進効果をもつことが報告されている。しかし、これらペプチドの、皮膚
への影響を検討しているものは少ない。今までに我々は、SP を線維芽細胞に添加
し、Ⅰ型コラーゲン量が増加することを報告している。そこで本研究では、それ
ぞれ一般的に用いられている SP と CP、比較的低分子量のものを多く含有する
CP(低分子 CP)の単独及び併用したものを線維芽細胞に適用し、Ⅰ型コラーゲン生
成への影響を検討した。 
【方法】ヒト皮膚線維芽細胞に、リン酸アスコルビルマグネシウム(VC-PMg)と共
に、SP、CP、低分子 CP、SP+CP 又は SP+低分子 CP を適用し、Ⅰ型コラーゲン(COL1)
遺伝子発現量をリアルタイム PCR、培地中コラーゲン量を ELISA により測定した。
このとき、VC-PMg をポジティブコントロール(P.C.)とした。 
【結果】ヒト皮膚線維芽細胞に、SP、CP、低分子 CP 、SP+CP 又は SP+低分子 CP を
適用し、P.C.と比較した結果、8 時間後での COL1 遺伝子発現量は、すべてのサン
プルで増加傾向を示した。また、培地中コラーゲン量は、すべてのサンプルで増
加し、8、24 時間後では、経時的に増加が認められた。 
【考察】SP、CP及び低分子CPにはコラーゲン生成促進効果があることが示された。
さらに、併用時にそれぞれ単体を添加したものよりも増加を促進していたことか
ら、併用によるさらなるコラーゲン生成の増加が期待できる。 


